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高齢者施設の新規入所者が希望により行うＰＣＲ検査の費用を助成します 

 

令和２年９月１５日の閣議決定に基づく国の支援制度創設を受け、当該制度を活用

して、高齢者施設の新規入所者が希望により行うＰＣＲ検査の費用を助成します。 

これにより、重症化リスクの高い高齢者等の不安解消や重症化抑制、高齢者施設に

おけるクラスター発生防止を図ります。 

本事業は、令和２年度１２月補正予算の成立をもって実施するものです。 

 

１ 対象者 

  市内の施設・居住系サービス（※）に新規入所を予定している高齢者等のうち、 

  希望する者 ２，６００人（見込み） 

（※）特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護医療院、養護老人ホーム、 

有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、認知症グループホーム 等 

 

２ 事業内容 

 ○ ＰＣＲ検査を希望する者の自費による検査の費用を助成（上限２万円） 

 〇 希望者が、入所予定の施設または任意の医療機関において受検 

 ○ 検査を実施した施設又は検査を受けた個人に対する償還払により助成 

 

３ 実施期間 

  令和２年１２月～令和３年３月 

 

４ 予算額 

  ５２，０００千円（国の補助金を活用） 
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議題１【取組③】 


